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その “なぜ ”が、世界を動かす
科学技術　　発明

発明は、特別な才能から生まれるものではありません。何気ない「どうして？」を追いかける、その一歩から始まります。
QRコードも、現場の困りごとを解こうとしたことがきっかけです。

答えがすぐに見つからなくても、問いを手放さなかったからこそ、世界中の人をつなぐ扉がひらかれたのです。
小さな好奇心が、誰かの未来を変える。あなたの発見と表現を、科学技術映像祭に届けてください。

科学技術映像祭に
個人、グループで作品を応募してください！

一般部門に加え学生の皆様からの
多数の応募をお待ちしています！

◀応募方法など詳しくは、2026年2～3月頃に
     科学技術映像祭公式ホームページにて掲載します。

　　　　　　
■募集受付期間：  2026年4月～（予定）
■応募受付作品：2025年4月～2026年3月末までに完成した作品
■募集4部門 ：           一般部門（長編、短編）・学生部門（長編、短編）
　　　　　　　　※短編は10分以内の作品

第67回　科学技術映像祭　作品募集のご案内

QRコードは　
日本の発明です！

特許証

ＱＲコード　は、1994年に開
発された２次元コードの一種で
す。「ＱＲ」は、Quick  Response
（クイック・レスポンス）の略
で、瞬時に情報を読み取れるこ
とから名付けられています。
愛知県にある株式会社デンソー
が、株式会社豊田中央研究所の
協力を得て開発しました。

ミウラ折りは1994年に打ち
上げられた「宇宙実験・観測フ
ライヤ」の太陽光パネルの開閉
に採用されました。東京大学名
誉教授の三浦公亮先生が考案し
た宇宙構造工学の研究に基づく
技術です。

最初のQRコードは1994年3
月に特許出願され、5年後の
1999年6月に認められまし
た。発明者は5名、発明の権
利は2社であり、チーム・協
業で開発されたことを表し
ています。特許の出願時に
は名前が付けられていな
かったため、名称は「二次元
コード」となっています。
※QRコードは、株式会社デンソーウェーブ
　の登録商標です。

株式会社デンソーでは、自
動車やその部品を生産する
工程に用いられていた伝票
のバーコードを読み取るシ
ステム・機器を手掛けてい
ましたが、製造現場から
「より早く
より正確に
読み取りが
できないか？ 」
という要望が
出ていました。

開発 発明

ミウラ折りは
宇宙の発明です！

デンソーでバーコード読取機器などの開発に携わっていたメンバー
は、バーコードの「読み取りにくさ」や「情報量の小ささ」を解決
するため、当時、海外で出始めていた二次元コードを超える、「高
速で読み取れ」「汚れや欠けに強く」「大容量の」いわば万能型の
コードを開発することにしました。開発後は特許を取りましたが、
誰でも気軽に使えるよう、無償で利用できるようにしました。

1960年代に、NASA（アメリカ）
で極超音速機の胴体強度のた
め、破壊のメカニズムの研究を
していた三浦先生は、壊れにく
い機体を設計するため、ロケッ
トに似せた円筒状を何度も潰し
て、実験を繰り返し、そこに決
まって現れるしわ（折り目）を
発見しました。この連続する形
は、吉村パターンと呼ばれていま
した。円筒ではなく平面を潰した
らどうなるか？　その後の研究に
より、ミウラ折りが発明されました。

研究 発明 製品 発明

画期的 発明
力が両方から加われば、木でも
金属でも折れ安く、もちろん紙
も早いうちに破れてしまいま
す。ミウラ折りは、山折り谷折
りの方向が一定していること
で、破れにくいのが特徴です。

ミウラ折りを活用し、便利でコ
ンパクトな製品を生み出してい
るのは、栃木県に本社を置く井
上総合印刷です。同社は、「ミ
ウラ折り」の権利管理から製
造・商品開発までを一貫して手
がけています。
折袋、レジャーシート、サンシ
ェード、災害時の避難所用間仕
切りなど、アイデアを生かした
オンリーワンの製品づくりに挑
戦し続け、お役に立てるミウラ
折り製品をお届けします。

ミウラ折りは、宇宙だけではな
く、地図の折り方としても活躍
しています。地図を広げた後、
すぐに畳めずにイライラしたこ
とはありませんか？　ミウラ折
りの地図はそんな面倒なことは
ありません。両端のカバー部分
を持って、対角線上に引っ張れ
ば一瞬で大きく広がります。
それは、紙面のひとつのピース
が長方形ではなく、平行四辺形
で構成されているからです。

スマホをかざすと
パッと読み取りができるQRコード。
対角線部分を持って
サッとワンタッチで畳めるミウラ折り。
日本が生み出した発明！
すぐれた2つの技術をご紹介いたします。

QRコードチームより

QRコードは、「世の中をもっとよくしたい」「便利にしたい」と
いう思いを起点に、5名の民間企業の社員が中心となり、多くの
方々の協力を得て発明しました。
自分一人ではできなくても、みんなで力を合わせれば、きっと
　できることがあります。思ったこと、考えたことを周りの友達
　に話す。そして、一緒に考える。
だれにでも、そう、あなたにも、未来の
　発明者になれる可能性があります。モノ
　ゴトの大きい小さいは関係ありません。
まずは、そうしたことを始めてみましょう！

　ミウラ折りという形は、どこから来たのか？
そのヒントは、キリンの缶酎ハイ「氷結®」（東洋製罐が開発したダイヤ
カット缶を採用）にあります。蓋を開けると、すぐに缶の側面が変形し
て、美しい多面体が現れます。この形は、宇宙航空研究所の吉村慶丸先
生が円筒の破壊の現象で発見され、吉村パターンと呼ばれています。吉
村先生の美しい仕事に憧れて、円筒ではなく、私は平面で四方から潰し
たらどのような形になるか？ を追求しました。研究室の谷沢和夫さんの
膨大な数値計算と、私の予測で出た答えも、やはり美しい形でした。
　身近な現象の中にも、未知を解き明かす手がかりは潜んでいます。異
なる分野の現象が思わぬ形で結びつき、新たな原理や構造が現れること
もあります。どうか皆さんも興味を出発点に、視野広く観察と探究を続
けてください。　　　　　　　　　　　　　　　　           三浦　公亮

折り目が
重ならない？

？
縦の折り線が
ジグザグで
各面が
平行四辺形

宇宙実験・観測フライヤ

たたむときも、山折りと谷折りに
折られているため、サッと閉じる
ことができます。地図を長く使用
していると折り目が破れやすくな
るのは、折ったり開いたりを繰り
返すうちに、山折りと谷折りが逆
になってしまうためです。

第66回
科学技術映像祭

百聞は一見に如かず

科学技術

（公財）日本科学技術振興財団　（公社）映像文化製作者連盟
（公財）つくば科学万博記念財団　（一財）新技術振興渡辺記念会

　　　文部科学省　/　　NHK /　　（一社）日本民間放送連盟
　　 （一社）日本新聞協会　 /　　　（一財）日本視聴覚教育協会　
　　 （一財）経済広報センター /　　　国立研究開発法人科学技術振興機構
　　　全国科学館連携協議会　 /　　（公財）民間放送教育協会
　　　特定非営利活動法人 日本科学振興協会

主　催

後　援

見ればわかる

360度、どこからでも
すばやく読み取れる

大きなデータを保存できる汚れや破損に強い

顔の画像情報をQRコードと
してあらかじめ保存するこ
とで、カメラで撮影した顔
の画像と照合して本人確認
をより厳密、簡単に行える
仕組みです。
顔の情報をサーバーなどに
保管しませんので、サー
バーなどの費用も不要で、
また個人情報が漏れること
もありません。

鉄道車両のドアに貼付したQR
コードを、ホームに設置した
機器で読み取ることでホーム
ドアの開閉を制御するシステ
ムを、東京都交通局と共同で
開発しました。汚れや欠けに
強い専用のQRコードを開発す
ることで日照などの変化に対
応。車両の改修を抑え、導入
費用も少なく、都営地下鉄浅
草線でのホームドア設置など
に貢献しています。

ユニーク 発明 メッセージ 未来の発明者

顔認証QRホームドア制御システム

メッセージ 未来の発明者

【最新読取技術】右側のフレーム型のQRコードの読み取りには「クルクル
　ー QRコードリーダー」（無料）をダウンロードしてから、ご利用ください。

   氷結 で採用されているダイヤカット缶

ミウラ折り  
地図の開き方

株式会社井上総合印刷
　＜ミウラ折り事業部＞
https://miuraori.biz/about/

学生
応募
無料

学生
応募
無料
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